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通期連結業績予想及び配当予想に関するお知らせ 

 

当社は、2020年 11月 6日開催の取締役会において、2020年 6月 23日に公表いたしました「2020年 3
月期 決算短信（連結）」において未定としておりました通期連結業績予想及び配当予想につきまして、下
記のとおり決定いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．連結業績予想について 

（１）2021年 3月期通期連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今回修正予想(B) 20,600 △4,500 △3,400 △4,500 △234.10 
増減額(B-A)   －   －   －   －   － 
増減率(％)   －   －   －   －   － 
(参考)前期実績 

(2020年 3月期) 
41,107 283 36 △2,812 △146.44 

 

（２）業績予想の理由 

2021年 3月期の業績予想につきまして、2020年 6月 23日時点では、新型コロナウイルス感染症の
拡大による影響を合理的に算定することが困難であったため未定としておりましたが、現時点で入手可

能な情報や予測等に基づき算定いたしましたので、公表いたします。新型コロナウイルス感染症の影響

につきましては、緊急事態宣言解除後、感染拡大防止策を講じつつ、経済活動のレベルは段階的に引き

上げられております。当社グループにおきましても、お客様や従業員の安全を第一に考え、衛生管理や

感染拡大防止に取り組みながら、営業を続けております。このような状況を踏まえ、下期につきまして

は、Go Toキャンペーン等の需要喚起策による効果のほか、withコロナ時代への適合として「安べゑ」
「牛星」をはじめとする新業態への転換促進、既存店舗における食事需要への対応等により、売上高は

回復してくると見込んでおります。また、大人数の宴会需要減少に伴う大型店舗の撤退、店舗オペレー

ションの見直しによる人的効率化、経費の見直しによる販売費及び一般管理費の削減等により、収益体

質の改善を図ってまいります。 

 

 



２．配当予想について 

（１）2021年 3月期配当予想 

 
年間配当金 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

前回予想 

(2020年6月23日発表) 

円 銭 

 
円 銭 

 
円 銭 

 
円 銭 

 
円 銭 

 

今回予想 ― ― ― 0.00 0.00 

当期実績 － 0.00 － － － 

前期実績 

(2020年 3月期) 
－ 11.50 － 0.00 11.50 

 

（２）配当予想の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つとして位置付け、収益力を強化し将来の

事業展開と財務基盤の強化のための内部留保を確保するとともに、安定的な配当を行うことを基本方

針としております。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、当社の財政状態及び経営成績

は多大な影響を受けております。このような状況のもと、今後の安定的な経営のために手元資金を確

保し、内部留保の充実を図ることが最重要課題であると考え、誠に遺憾ながら 2021年 3月期末の配当
は見送らせていただくこととなりました。株主の皆様には、心よりお詫び申し上げます。 

当社といたしましては、安べゑ、牛星などの新業態店舗の展開を加速させるとともに、販売費及び

一般管理費の削減にも努めており、早期の売上回復及び黒字転換を実現し、配当の再開を目指してま

いります。株主の皆様には、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


